
KEIm-CVSoC での AWS IoT Greengrass の
開始⽅法

 

1. はじめに  
このドキュメントでは、KEIm-CVSoC 開発キットで Ubuntu 18.04 を動作させ AWS Greengrass を実
⾏する⽅法について説明します。
開発キットの接続や設定、起動の⽅法などについては、KEIm-CVSoC開発キットスタートアッガイド 
をご参照ください。

2. 開発環境の準備  
下記の機材を準備しておく必要があります:

KEIm-CVSoC 開発キット

KEIm-CVSoC 開発キットのパッケージに同梱されているもの以外に、下記のものが必要になりま
す。

16GB Micro SD カード
Ethernet ケーブル

ホストPC

Windows 10 がインストールされた PC を⽤意します。 

7-Zip 解凍ツール
Win32DiskImager などの Micro SD カードにブートイメージを書き込めるツール
TeraTerm

3. 動作環境の構築  

3-1. SD カードの準備  

まず、 SD カードに起動可能なイメージを書き込む必要があります。
起動可能なイメージは、こちら からダウンロードできます。
イメージには ubuntu 18.04 がインストールされており、SD カードを KEIm-CVSoC に挿⼊し、電源を
投⼊するだけで Linux が起動されます。
起動可能なイメージは 7-Zip で圧縮されていますので、解凍してから SD カードに書き込んでくださ
い。

af://n0
af://n2
https://kd-group.co.jp/download-data/keim-cvsoc/som_devkit/keim-cvsoc_devkit_startup_guide_v1.3.pdf
af://n5
af://n28
af://n29
https://kd-group.co.jp/download-data/keim-cvsoc/bsp/keim_cvsxc5_gsrd-X-debian-desktop-2021-2.7z


3-2. KEIm-CVSoC の起動  

KEIm-CVSoC開発キットスタートアッガイド を参考に、Ethernet ケーブル や USB ケーブルを接続し
ます。
ホスト PC の TeraTerm を起動して、KEIm-CVSoC の UART にシリアル接続します。

Linux が起動したら、ユーザー : root 、パスワード : keimsoc でログインしてください。

af://n32
https://kd-group.co.jp/download-data/keim-cvsoc/som_devkit/keim-cvsoc_devkit_startup_guide_v1.3.pdf


ログインが完了したら、外部ネットワークに接続するための環境設定などを⾏ってください。

4. AWS Greengrass Core のインストール  

4-1. ユーザーとグループを設定  

TeraTerm から下記のコマンドで新しいユーザとグループを作成します。

4-2. Greegrass 依存性チェッカーの実⾏  

greengrass-dependency-checker を使⽤して Greengrass が動作する環境かどうかのチェックを⾏い
ます。

シェルスクリプトの出⼒をチェックして、Greengrass が動作可能な環境である事を確認します。
なお、 NodeJS 12.x は必要に応じてインストールすれば問題ありません。

sudo adduser --system ggc_user

sudo addgroup --system ggc_group

mkdir -p /root/Downloads/greengrass-dependency-checker-GGCv1.11.x

cd /root/Downloads/greengrass-dependency-checker-GGCv1.11.x

wget https://github.com/aws-samples/aws-greengrass-samples/raw/master/greengrass-

dependency-checker-GGCv1.11.x.zip

unzip greengrass-dependency-checker-GGCv1.11.x.zip

cd greengrass-dependency-checker-GGCv1.11.x

modprobe configs

sudo ./check_ggc_dependencies | more

af://n38
af://n39
af://n42








4-3. Greengrass Core セキュリティリソースを⼊⼿する  

こちら の⼿順に従い、セキュリティリソース（hash-setup.tar.gz）をダウンロードしてください。

4-4. Greengrass Core ソフトウェアのダウンロード  

Greengrass Core ソフトウェアはこちら からダウンロードしてください。
本ドキュメントでは、v1.11 を使⽤しています。

ARMv7hf Ubuntu 18.04 ⽤の Greengrass Core が無いため、ARMv7l Raspbian ⽤の Core を使⽤しま
す。
Raspbian と Ubuntu は Debian Linux から派⽣しているため、代わりに Raspbian ⽤の Core を使⽤
する事ができます。

4-5. Greengrass Core ソフトウェアと Greengrass セキュリティ
リソースのコピー

 

シリアルコンソールで ip アドレスを取得し、

TeraTerm で SSH 接続します。

ip addr

af://n47
https://docs.aws.amazon.com/greengrass/latest/developerguide/gg-config.html
af://n49
https://docs.aws.amazon.com/greengrass/latest/developerguide/what-is-gg.html#gg-core-download-tab
af://n53


SSH Authentication 画⾯が表⽰されたら、User name: に root、Passphrase: に keimsoc を⼊⼒して 
OK をクリックします。

正常に接続されるとターミナルにコマンドプロンプトが出⼒されます。

続いて、メニューの File ⇒ SSH CSP... を開いて、 Send 側の From: に 4-3. と 4-4. でダウンロードした
ファイルを、To: に転送先となる /root/Downloads を⼊⼒して Send をクリックします。



転送が正常に⾏われた事を、シリアルコンソールから確認してください。

4-6. Greengrass Core とセキュリティリソースの展開  

転送した２つのファイルを展開します。

cd /root/Downloads

tar -xvzf greengrass-linux-armv7l-1.11.0.tar.gz -C /

tar -xvzf hash-setup.tar.gz -C /greengrass

af://n67


4-7. AWS からルート CA をコピー  

root.ca.pem に内容があることを確認してください。

root.ca.pem が空の場合にはネットワークに問題がある可能性がありますので、ネットワーク設定
やネットワーク管理者に確認してください。

cd /greengrass/certs/

sudo wget -O root.ca.pem 

https://www.amazontrust.com/repository/AmazonRootCA1.pem

cat root.ca.pem

af://n71


4-8. Greengrass Core を実⾏  

greengrassd を実⾏できない場合は、こちらの ドキュメントを参照してください。

以降、こちらの⼿順に従って、KEIm-CVSoC で Lambda
関数を実⾏できるようになります。

 

 

cd /greengrass/ggc/core

sudo ./greengrassd start

af://n77
https://docs.aws.amazon.com/greengrass/latest/developerguide/gg-troubleshooting.html
https://docs.aws.amazon.com/greengrass/latest/developerguide/module3-I.html
af://n81
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